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Terra Motors株式会社について

●設 立 2010年4月

●資 本 金 19億円

●代 表 取締役会長 徳重徹、代表取締役社長 上田晃裕

●会社所在 東京都港区新橋2-16-1ニュー新橋ビル802

●事業内容 EVメーカー、EV充電インフラ事業

●従業員数 220名（2022年10月時点）

●海外拠点 インド、ネパール、台湾

会社概要

弊社は日本発のグローバルEVベンチャーです。
これまでアジアを中心に事業展開し、インドのEV3輪においては
販売数トップシェアを獲得しています。
2022年4月に日本市場にて新規事業を立ち上げています。

弊社製品
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2050年カーボンニュートラル（グリーン成長戦略）

令和３年６月18日経済産業省

日本政府

今後10年は電気自動車の

導入を強力に進める
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脱炭素の実現にはEVの普及が不可欠

2023年6月6日 日経新聞

EVを蓄電池と捉えることで、社会全体の
エネルギー効率を最大化することが可能になる。



© 2022 Terra Motors Corporation All rights reserved. 

各国の電動化目標

日本でも2035年までには
全ての新車が電動化となる。
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ガソリン車の減少⇒更なる給油所の減少

給油所が減ることで、
EVニーズに更に
拍車がかかる
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ユーザー側の課題：充電設備の不足

出典：DIME

EV充電スポット
の数が足りず、
EV購入の推進が
進まない状況
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日本政府：2030年15万基を目標に掲げる

政府の本気具合が
伺える高い目標
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EV充電インフラ拡充の大きな課題
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充電器設置側の課題：設置コスト

補助金を活用しても、年間50~100万円程度のコストが発生するケースが多い。

①イニシャルコスト（初期費用）

補助金を活用しても、100万円ほどを自費で支払う必要がある。

②ランニングコスト（電気代）

１施設につき、年間約50万円ほどが発生。

③保守メンテナンスコスト

年間10~30万円が発生し続ける（部品修理費を除く）。

EVユーザーがいない状況で
誰も設置をしたくない！！

※参考資料参照
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参考：イニシャルコスト

【本件におけるテラモーターズの持ち出し】
全体工事費用：3,225,280円
補助金補填分(予定)：2,512,200円

テラモーターズの持ち出し

＝全体工事費用－補助金補填分＋工事費消費
税

＝1,035,608円

※EVコンセント1台に適用される補助金の上限は
1基あたり65万円になりますが、工事項目ごとに

上限が決まっており補助金ではカバーされない
ケースがほとんどになります。
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参考：ランニングコスト(電気代)

年間1施設につき数十万円
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参考：保守メンテナンスコスト

・普通充電器5基程度の場合
コールセンター設置にかかる費用
⇒年間3～5万円程度

保守メンテナンスも含めた費用

⇒年間10～20万円程度(修理時の部品代金除く)

・急速充電器の場合
⇒年間10～30万円程度(修理時の部品代金除く)
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テラモーターズのソリューション
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完全無料のスキーム

・イニシャル無料

・ランニング無料

・保守メンテ無料

完全無料で！
EV充電設備の設置を致します。
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技術力

• 一箇所設置で１１０万円程度
• 内訳（電気工事６０万円、充電器ハード２０万円、３０万利益）
• 補助金は、だいたい７０万円程度補填。
• ４０万円が自己負担



© 2022 Terra Motors Corporation All rights reserved. 

技術力：EV充電器のカテゴリ説明

EVコンセント 普通充電器 急速充電器

参考メーカー製品(例) (Panasonic) （日東工業） （新電元）

充電時間

消費電力 3kW 6kW 主に、50kW

ハードのみの価格 3,500円 約25万円 約 300万円

工事費含む代金合計 90万円前後 110万円前後 600-1500万円

長い 短い

≪EVコンセントの特徴≫
・安価
・メンテナンス性

≪EVコンセントの弱点≫
・利用者の制限ができない
・課金システムが入れられない
⇒公共の場には設置ができない

テラモーターズが弱点を解決!!
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テラモーターズの強み まとめ

弊社では機器の使用によって生じる電気代に関しても還元をさせて頂いております。
完全無料のスキーム(予算組みが不要)を展開しているのは弊社のみです。

①イニシャル・ランニング・保守メンテナンス無料(完全無料)

課金システムがなく、利用者の制限もできない格安のEVコンセントを
自社開発の外付けのIoT機器によりIoT化することに成功しました。→コストの大幅圧縮に成功

②自社ハードの開発

全国600社を超える電気工事業者とのネットワークを構築しています。
地方の電気工事業者に直接発注することで電気工事費用を圧縮しています。

③全国に展開する電気工事網

弊社では3kw、6kwの普通充電器、50kw、90kwの急速充電器を全て日本製で取りそろえております。
地政学リスクが指摘される中、安心安全の日本製という点は非常に評価されております。

④安心、安全の日本製

現時点で、全国900を超える自治体様とEV充電インフラの勉強会を実施しています。
更に120を超える自治体様に対し、導入に向けた提案をしております。

⑤豊富な自治体様との連携経験
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補助金
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激しさを増す補助金競争



© 2022 Terra Motors Corporation All rights reserved. 21

令和5年度補助金

②補助対象者
対象設備を設置する法人、地方公共団体等 複数人が使用可能であることが必要です。
※個人宅への設置は対象外です。

①補助対象
電気自動車・プラグインハイブリッド自動車に
充電するための設備の購入費及び工事費の一部
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６.８億円が３日で消滅



© 2022 Terra Motors Corporation All rights reserved. 23

できるだけ早く 設置施設のリストアップ

～8月末 ご提案

～10月末 現地調査

4月 補助金申請

～翌翌年1月末 設置工事

★まずは施設名と住所を共有ください

今後の補助金スケジュール
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普通充電器の必要性

普通充電器

急速充電器は高出力の電力を流すため、電池のバッテリーを痛めやすいです。
EVは普通充電器でゆっくり充電することが基本的な使い方になります。

①バッテリー負荷

急速充電器は高速化の一途を辿っており、大きな出力を生み出すためには大規模な電気設備の整備が必要になります。
コストや場所の確保の問題で全ての施設に急速充電器を備えることは非現実的です。

②電気設備の整備の問題

急速充電器は30分という時間制限の中で運用されます。
そのため、30分経ったら場所を空けなければならず車内に留まることが一般的です。
一方、普通充電器は長時間充電することが前提です。 そのため用事を済ませながら充電することが可能です。

③“ながら充電”の必要性

急速充電器

公共施設では6kwが主流。
一定時間をかけてゆっくり充電。

50kw以上が主流。
短時間で一気に充電。

≪2030年の目標数値≫
急速充電器3万基、普通充電器12万基と公表

普通充電器の整備を重要視
日本政府

“ながら充電”に適した施
設

庁舎、運動公園、図書館etc
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急速充電と普通充電

急速充電

⇒道の駅、高速道路SA⇒長距離ドライブ

（コンビニ、ガソリンスタンドで設置が進む）

普通充電

⇒ながら充電ができる！⇒街乗り需要



© 2022 Terra Motors Corporation All rights reserved. 

６kw日東工業製普通充電器【32A】

EVユーザー様

■ 充電料金（1時間） ：企業様が設定

設置オーナー様

■ 月 額 使 用 料 ：無 料
■ 充電料金の売上還元：

275円/hの手数料を除き還元
（例：充電料金450円/1hの場合→175円還元）
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50kwニチコン製急速充電器【186A】

EVユーザー様

■ 充電料金（0.5時間）：1,155円
※Terra Motorsが設定: 1分38.5円

設置オーナー様

■ 年額使用料：88,000円
※還元：1分15円

※ランニングコストあり

※イニシャルコストが発生する場合あり

※全て税込価格です。
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導入フロー

設置場所の確定

調査内容、設置基数(稼働可能基数) 工事内容FIX

契約書・許諾書の取り交わし

補助金交付確定

工事前の打ち合わせ

設置工事

工事内容の検討(設置場所、設置基数)

現地調査 許諾書・契約書
の内容精査


